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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年12月期 80,177 2.2 4,144 26.6 4,422 22.6 2,824 18.1
2020年12月期 78,445 △17.9 3,275 △52.2 3,606 △49.9 2,392 △49.1

（注）包括利益 2021年12月期 3,325百万円 （40.4％） 2020年12月期 2,368百万円 （△50.3％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年12月期 148 71 148 53 4.6 5.2 5.2
2020年12月期 126 01 125 85 4.1 4.2 4.2

（参考）持分法投資損益 2021年12月期 －百万円 2020年12月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年12月期 87,422 62,032 70.9 3,261 64
2020年12月期 83,556 59,739 71.4 3,141 09

（参考）自己資本 2021年12月期 61,955百万円 2020年12月期 59,651百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年12月期 7,217 △3,460 △1,029 18,067

2020年12月期 3,155 △5,013 △1,214 15,224

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年12月期 － 30 00 － 30 00 60 00 1,138 47.6 1.9

2021年12月期 － 25 00 － 25 00 50 00 1,044 33.6 1.6

2022年12月期（予想） － 30 00 － 30 00 60 00 32.6

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 38,000 － 1,600 － 1,900 － 1,300 － 68 43

通　期 83,000 － 4,700 － 5,000 － 3,500 － 184 25

１．2021年12月期の連結業績（2021年１月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）2022年12月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用するため、上記の連結業

績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっており、対前期及び対前年同四半期増減率は記載しておりませ

ん。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年12月期 19,900,000株 2020年12月期 19,900,000株

②  期末自己株式数 2021年12月期 904,917株 2020年12月期 909,347株

③  期中平均株式数 2021年12月期 18,993,765株 2020年12月期 18,986,206株

※  注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：　無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：　無

②  ①以外の会計方針の変更              ：　無

③  会計上の見積りの変更                ：　無

④  修正再表示                          ：　無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国の経済は、年初から政府による緊急事態宣言の発出や自治体によるまん延防止等重

点措置に基づく要請で、行動制限や人流が抑制されて景気は落ち込みと持ち直しを繰り返しました。期待された東京

五輪による景気押上げ効果も無観客で限定的なものとなり、１年を通して景気は停滞が続きました。年末にかけて新

型コロナウイルス感染症の収束により個人消費は持ち直してきたものの先行きは不透明な状況であります。

　米国の経済は、コロナワクチンの接種の進展に伴い、人々の外出機会が増加し個人消費はサービス業を中心に復

調、企業活動も拡大が続いていましたが、年末にかけてオミクロン株の流行により新規感染者が急増し人流が抑制さ

れています。一方、中国の経済は、感染の抑え込みに成功しており、全体としては順調な回復が続いてきましたが、

格差是正の政策や電力の規制強化によって先行きは不透明です。

　新型コロナウイルス感染症拡大は、当社グループの経営成績に影響を及ぼしましたが、当社は「前進のためのリセ

ット」をスローガンに掲げ、グループ全社が結束して新たな市場開拓、積極的な設備投資、品質管理の改善など業績

の向上に努めてまいりました。

　この結果、当連結会計年度の業績は、売上高は801億77百万円（前年同期比2.2％増加）、営業利益は41億44百万円

（前年同期比26.6％増加）、経常利益は44億22百万円（前年同期比22.6％増加）となり、親会社株主に帰属する当期

純利益は28億24百万円（前年同期比18.1％増加）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

（紙加工品事業）

　当社グループ売上高の69.2％を占めるこの部門では、紙袋（対連結売上高構成比27.5％）は、国内における個人消

費の停滞による販売の減少から徐々に回復が進みつつあり、また、海外子会社でも特百嘉包装品貿易（上海）有限公

司とザ・パックアメリカコーポレーションが好調に推移し、同上売上高は220億32百万円（前年同期比2.6％増加）と

なりました。

　紙器（同上構成比24.3％）は、テイクアウト用食品パッケージの販売が好調に推移し、また、特百嘉包装品貿易

（上海）有限公司もメーカー向けの売上が好調に推移し、同上売上高は194億97百万円（前年同期比13.1％増加）とな

りました。

　段ボール（同上構成比14.8％）は、メーカーやＥＣ市場向け販売が好調で、同上売上高は118億50百万円（前年同期

比11.5％増加）となりました。

　印刷（同上構成比2.6％）は、株式会社京浜特殊印刷、日幸印刷株式会社ともに売上が堅調に推移し、同上売上高は

21億31百万円（前年同期比3.9％増加）となりました。

　以上により、この部門の売上高は555億11百万円（前年同期比8.0％増加）となり、営業利益は39億58百万円（前年

同期比26.7％増加）となりました。

（化成品事業）

　当社グループ売上高の14.0％を占めるこの部門では、紙おむつ用製品の販売減少や新型コロナウイルス感染症拡大

による国内専門店向けの販売が減少したほか、2020年７月から実施されたレジ袋有料化の影響により、同部門の売上

高は111億84百万円（前年同期比17.1％減少）となり、営業利益は３億97百万円（前年同期比22.4％減少）となりまし

た。

（その他）

　当社グループ売上高の16.8％を占めるこの部門では、量販店向け用度品等の販売は堅調に推移し、また、カンナル

印刷株式会社でも医療機関向けの用度品の売上が好調に推移しました。一方で西日本印刷工業株式会社や特百嘉包装

品貿易（上海）有限公司の売上が減少したこともあり、同部門の売上高は134億81百万円（前年同期比0.7％減少）と

なりましたが、営業利益は物流費の改善もあり８億82百万円（前年同期比17.9％増加）となりました。
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2017年12月期 2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期 2021年12月期

自己資本比率 65.1 65.5 66.0 71.4 70.9

時価ベースの自己資本比率 87.2 69.1 84.7 64.3 58.6

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0

インタレスト・カバレッジ・
レシオ 8,274.9 833.2 2,257.9 2,572.9 5,405.8

（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ38億66百万円増加し、874億22百万円となりました。これは

主に「現金及び預金」18億43百万円・「有価証券」29億６百万円の増加、「投資有価証券」16億98百万円の減少によ

るものです。

　当連結会計年度末の負債は、前連結会計年度末に比べ15億74百万円増加し、253億90百万円となりました。これは主

に「支払手形及び買掛金」10億51百万円・「未払法人税等」９億35百万円の増加によるものです。

　当連結会計年度末の純資産は、前連結会計年度末に比べ22億92百万円増加し、620億32百万円となりました。これは

主に「利益剰余金」17億80百万円の増加によるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて28億43百万円増加し、180億67

百万円（前期比18.7％増加）となりました。

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞

　当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益42億14百万円、減価償却

費20億29百万円、法人税等の支払額５億２百万円等により72億17百万円の収入（前連結会計年度は31億55百万円の収

入、前期比128.7％増加）となりました。

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞

　当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却による収入96億７百万円等があっ

た一方、有価証券の取得による支出95億５百万円、有形固定資産の取得による支出32億19百万円等により34億60百万

円の支出（前連結会計年度は50億13百万円の支出）となりました。

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞

　当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額10億45百万円等により10億29百万

円の支出（前連結会計年度は12億14百万円の支出）となりました。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

（注）１　各指標は、いずれも連結ベースの財務諸表数値を用いて、以下の計算式により計算しています。

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

２　株式時価総額は、期末株価終値×自己株式控除後の期末発行済株式数により算出しています。

３　有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている全ての負債を対象として

います。

４　営業キャッシュ・フロー及び利払いは、連結キャッシュ・フロー計算書に計上されている「営業活動による

キャッシュ・フロー」及び「利息の支払額」を用いています。
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（４）今後の見通し

　2022年度の日本経済は、新型コロナウイルス感染症のオミクロン株の流行により、国内の感染状況は急速に悪化し

ています。今後の景気を左右する感染の行方については、先行する南アフリカや欧州の一部でいずれも１ヵ月程度で

ピークアウトしており、比較的早期の収束が期待されるため、今後個人消費は回復に向かうと考えています。

　このような経営環境の中、当社グループは「環境対応を見据えた経営」を中期経営計画のスローガンに掲げ、①紙

化への取組み　②食品、医薬品・化粧品、ＥＣ市場への拡販　③紙器の販売強化　④事業領域の拡大　⑤生産性向上

と働き方改革の推進　を成長の戦略として位置づけ、トータルパッケージのソリューション企業として顧客満足度と

業績のさらなる向上を目指す所存であります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務諸表

を作成する方針であります。なお、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の

上、適切に対応していく方針であります。

- 4 -

ザ・パック株式会社(3950) 2021年12月期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当連結会計年度
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,234 15,077

受取手形及び売掛金 20,731 21,003

有価証券 9,099 12,006

商品及び製品 4,958 4,768

仕掛品 763 867

原材料及び貯蔵品 830 794

その他 555 934

貸倒引当金 △13 △13

流動資産合計 50,160 55,438

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,284 6,169

機械装置及び運搬具（純額） 6,989 6,159

工具、器具及び備品（純額） 355 348

土地 8,302 8,539

建設仮勘定 616 1,441

有形固定資産合計 22,547 22,658

無形固定資産 190 643

投資その他の資産

投資有価証券 9,104 7,405

繰延税金資産 583 416

その他 1,022 907

貸倒引当金 △53 △48

投資その他の資産合計 10,657 8,682

固定資産合計 33,395 31,984

資産合計 83,556 87,422

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2020年12月31日)

当連結会計年度
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,183 12,235

電子記録債務 5,330 5,521

１年内返済予定の長期借入金 30 25

未払法人税等 55 991

賞与引当金 230 267

役員賞与引当金 18 32

その他 3,506 3,206

流動負債合計 20,356 22,279

固定負債

長期借入金 - 60

繰延税金負債 485 440

退職給付に係る負債 2,758 2,434

その他 214 176

固定負債合計 3,459 3,110

負債合計 23,816 25,390

純資産の部

株主資本

資本金 2,553 2,553

資本剰余金 3,164 3,164

利益剰余金 55,860 57,640

自己株式 △2,717 △2,704

株主資本合計 58,861 60,654

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 987 1,212

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △310 △98

退職給付に係る調整累計額 112 185

その他の包括利益累計額合計 790 1,300

新株予約権 65 63

非支配株主持分 22 13

純資産合計 59,739 62,032

負債純資産合計 83,556 87,422

- 6 -

ザ・パック株式会社(3950) 2021年12月期決算短信



（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自 2020年１月１日
　至 2020年12月31日)

 当連結会計年度
(自 2021年１月１日

　至 2021年12月31日)

売上高 78,445 80,177

売上原価 60,130 61,170

売上総利益 18,314 19,007

販売費及び一般管理費 15,039 14,862

営業利益 3,275 4,144

営業外収益

受取利息 100 108

受取配当金 114 114

受取賃貸料 54 53

為替差益 50 0

その他 56 42

営業外収益合計 376 320

営業外費用

支払利息 1 1

賃貸収入原価 9 9

売上割引 4 4

損害賠償金 11 17

その他 17 10

営業外費用合計 45 42

経常利益 3,606 4,422

特別利益

投資有価証券売却益 36 18

固定資産売却益 25 5

特別利益合計 62 24

特別損失

固定資産売却損 3 -

固定資産除却損 41 92

投資有価証券評価損 55 -

投資有価証券売却損 - 31

減損損失 - 108

特別損失合計 101 232

税金等調整前当期純利益 3,566 4,214

法人税、住民税及び事業税 1,005 1,408

法人税等調整額 172 △7

法人税等合計 1,177 1,401

当期純利益 2,389 2,813

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△）
△3 △11

親会社株主に帰属する当期純利益 2,392 2,824

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自 2020年１月１日
　至 2020年12月31日)

 当連結会計年度
(自 2021年１月１日

　至 2021年12月31日)

当期純利益 2,389 2,813

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △474 224

繰延ヘッジ損益 △0 0

為替換算調整勘定 △26 213

退職給付に係る調整額 480 72

その他の包括利益合計 △21 511

包括利益 2,368 3,325

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,371 3,334

非支配株主に係る包括利益 △3 △9

（連結包括利益計算書）

- 8 -

ザ・パック株式会社(3950) 2021年12月期決算短信



（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,553 3,164 54,607 △2,765 57,560

当期変動額

剰余金の配当 △1,138 △1,138

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,392 2,392

自己株式の取得 －

自己株式の処分 △0 47 47

子会社株式の追加取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 － △0 1,253 47 1,301

当期末残高 2,553 3,164 55,860 △2,717 58,861

その他の包括利益累計額

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,462 0 △283 △367 811

当期変動額

剰余金の配当 －

親会社株主に帰属する当期
純利益

－

自己株式の取得 －

自己株式の処分 －

子会社株式の追加取得 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△474 △0 △26 480 △20

当期変動額合計 △474 △0 △26 480 △20

当期末残高 987 0 △310 112 790

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 93 29 58,495

当期変動額

剰余金の配当 △1,138

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,392

自己株式の取得 －

自己株式の処分 47

子会社株式の追加取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△28 △7 △56

当期変動額合計 △28 △7 1,244

当期末残高 65 22 59,739

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年１月１日　至　2020年12月31日）
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（単位：百万円）

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,553 3,164 55,860 △2,717 58,861

当期変動額

剰余金の配当 △1,044 △1,044

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,824 2,824

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 0 13 13

子会社株式の追加取得 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

－

当期変動額合計 0 1,780 13 1,793

当期末残高 2,553 3,164 57,640 △2,704 60,654

その他の包括利益累計額

その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定
退職給付に係る

調整累計額
その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 987 0 △310 112 790

当期変動額

剰余金の配当 －

親会社株主に帰属する当期
純利益

－

自己株式の取得 －

自己株式の処分 －

子会社株式の追加取得 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

224 0 212 72 510

当期変動額合計 224 0 212 72 510

当期末残高 1,212 0 △98 185 1,300

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計

当期首残高 65 22 59,739

当期変動額

剰余金の配当 △1,044

親会社株主に帰属する当期
純利益

2,824

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 13

子会社株式の追加取得 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△1 △9 499

当期変動額合計 △1 △9 2,292

当期末残高 63 13 62,032

当連結会計年度（自　2021年１月１日　至　2021年12月31日）
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（単位：百万円）

 前連結会計年度
(自 2020年１月１日
　至 2020年12月31日)

 当連結会計年度
(自 2021年１月１日

　至 2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 3,566 4,214

減価償却費 1,850 2,029

減損損失 - 108

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） △52 36

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △24 13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △199 △220

受取利息及び受取配当金 △215 △223

支払利息 1 1

固定資産売却損益（△は益） △21 △5

固定資産除却損 41 92

投資有価証券売却損益（△は益） △36 12

投資有価証券評価損益（△は益） 55 -

売上債権の増減額（△は増加） 3,977 △178

たな卸資産の増減額（△は増加） 940 152

仕入債務の増減額（△は減少） △4,258 1,173

その他 △733 301

小計 4,895 7,503

利息及び配当金の受取額 229 217

利息の支払額 △1 △1

法人税等の支払額 △1,969 △502

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,155 7,217

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △8,099 △9,505

有価証券の売却による収入 6,999 9,607

有形固定資産の取得による支出 △2,939 △3,219

有形固定資産の売却による収入 147 8

無形固定資産の取得による支出 △59 △514

投資有価証券の取得による支出 △1,029 △136

投資有価証券の売却による収入 47 135

敷金及び保証金の差入による支出 △179 △21

その他 99 186

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,013 △3,460

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 - 100

長期借入金の返済による支出 △48 △45

配当金の支払額 △1,136 △1,045

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に

よる支出
△4 -

その他 △25 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,214 △1,029

現金及び現金同等物に係る換算差額 △9 115

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,083 2,843

現金及び現金同等物の期首残高 18,307 15,224

現金及び現金同等物の期末残高 15,224 18,067

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結財務諸
表計上額
（注）３紙加工品事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 51,386 13,484 64,870 13,574 78,445 － 78,445

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 51,386 13,484 64,870 13,574 78,445 － 78,445

セグメント利益 3,124 511 3,635 748 4,384 △1,109 3,275

セグメント資産 40,835 7,965 48,800 6,750 55,551 28,005 83,556

その他の項目

減価償却費 1,462 331 1,794 47 1,841 8 1,850

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

3,297 392 3,690 57 3,748 － 3,748

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社グループは紙袋・紙器・段ボール・ポリ袋の製造・販売を中心とした事業活動を展開しておりま

す。

　したがって、当社グループは製品の種類を考慮して、「紙加工品事業」、「化成品事業」の２つを報告

セグメントとしております。

　主な製品として、「紙加工品事業」は紙袋、紙器、段ボール、印刷、「化成品事業」はポリ袋、テーラ

ーバッグであります。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事

項」における記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2020年１月１日　至　2020年12月31日）

（注）１．「その他」は用度品、その他雑貨であります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1）セグメント利益の調整額△1,109百万円には、各報告セグメントに配分していないセグメント間取引消去

12百万円及び全社費用△1,121百万円が含まれております。全社費用は、主に親会社の管理部門に係る費

用であります。

(2）セグメント資産の調整額28,005百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、主に親会社での余剰運用資産（現金及び預金9,621百万円、有価証券9,099百万円）、長期投資資

金（投資有価証券8,722百万円）及び親会社の土地等561百万円であります。

(3）減価償却費の調整額は、親会社の本社資産に係るものであります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

連結財務諸
表計上額
（注）３紙加工品事業 化成品事業 計

売上高

外部顧客への売上高 55,511 11,184 66,696 13,481 80,177 － 80,177

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 55,511 11,184 66,696 13,481 80,177 － 80,177

セグメント利益 3,958 397 4,355 882 5,238 △1,093 4,144

セグメント資産 42,674 6,964 49,642 7,088 56,727 30,695 87,422

その他の項目

減価償却費 1,657 305 1,963 59 2,022 7 2,029

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

2,058 370 2,428 167 2,596 45 2,641

当連結会計年度（自　2021年１月１日　至　2021年12月31日）

（注）１．「その他」は用度品、その他雑貨であります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1）セグメント利益の調整額△1,093百万円には、各報告セグメントに配分していないセグメント間取引消去

12百万円及び全社費用△1,105百万円が含まれております。全社費用は、主に親会社の管理部門に係る費

用であります。

(2）セグメント資産の調整額30,695百万円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社

資産は、主に親会社での余剰運用資産（現金及び預金11,040百万円、有価証券12,006百万円）、長期投資

資金（投資有価証券7,045万円）及び親会社の土地等603百万円であります。

(3）減価償却費の調整額、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、親会社の本社資産に係るもの

であります。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント その他

（注）
全社・消去 合計

紙加工品事業 化成品事業 計

減損損失 108 － 108 － － 108

【関連情報】

前連結会計年度（自　2020年１月１日　至　2020年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はあ

りません。

当連結会計年度（自　2021年１月１日　至　2021年12月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しておりま

す。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるた

め、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はあ

りません。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年１月１日　至　2020年12月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自　2021年１月１日　至　2021年12月31日）

（注）事業用資産に係る減損損失を記載しております。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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前連結会計年度
(自　2020年１月１日
至　2020年12月31日)

当連結会計年度
(自　2021年１月１日
至　2021年12月31日)

１株当たり純資産額 3,141.09円 3,261.64円

１株当たり当期純利益 126.01円 148.71円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

125.85円 148.53円

前連結会計年度
(自　2020年１月１日
至　2020年12月31日)

当連結会計年度
(自　2021年１月１日
至　2021年12月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 2,392 2,824

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

2,392 2,824

普通株式の期中平均株式数(千株) 18,986 18,993

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(千株) 24 22

(うち新株予約権(千株)) (24) (22)

希薄化効果を有しないため、
潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定に
含めなかった潜在株式の概要

－

項目
前連結会計年度
(2020年12月31日)

当連結会計年度
(2021年12月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 59,739 62,032

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 87 77

(うち新株予約権(百万円)) (65) (63)

(うち非支配株主持分(百万円)) (22) (13)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 59,651 61,955

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(千株)

18,990 18,995

（１株当たり情報）

（注）１．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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